
●中国管内の取組状況 

 
 

■地域での普及活動の開始 
令和元年10月から真備町内の薗
小学校、岡田小学校で児童を対象
にマイタイムラインの普及開始。 

 
   
地区内の自治会、自主防災組織
等を対象に普及活動を順次展開予
定。 

中国地方におけるマイ・タイムラインの取組状況について 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

 
               

 
 

 
 

 
 

                 
 

 
 

 

■マイタイムライン検討ツールの作成 
マイ・タイムライン検討ツール「逃げキッド（常総市版）」
を参考に、平成30年7月豪雨の被災体験を基に、「逃げ
キッド（真備版）」を作成。 

中国地方初となる「逃げキッド」を
使った研修会を開催 ■被災経験者による講演会

の開催 
鬼怒川決壊の被災者に、災害後
に取り組んだこと、マイ・タイムラインの
普及活動に取り組んでいる効果など
について講演いただき、意識醸成を
図る。 

防災教育の実施、児童がマイ・タイ
ムラインを作成 

「水防災意識社会」の再構築に向けた緊急行動計画（H31.1.29改定）より一部抜粋 

【円滑かつ迅速な避難のための取組】 
   平時からの住民等への周知・教育・訓練に関する事項 

⇒ 住民一人一人の適切な避難：マイ・タイムラインの作成等を推進 

「真備緊急治水対策プロジェクト」に基づきマイタイムラインの普及活動をスタート  

 
R1.6.29 浜原地域連合自治会 

＜島根県美郷町＞ 
H29.10.27  甲立小学校 
＜広島県安芸高田市＞ 

H29.10.17 十日市小学校 
＜広島県三次市＞ 

マイ・タイムラインとは 
 台風の接近等によって、河川水位が上昇する時に、住民一人ひとりの家族構成や生活
環境に合わせて、「いつ」「何をするのか」をあらかじめ時系列で整理した自分自身の防災
行動計画のこと。 

 平成30年7月豪雨の経験を基に、マイ・タイムライン検討ツール「逃げキッド（真備版）」を作成。 
 被災経験者による講演会、真備町内の小学校でのマイ・タイムラインを皮切りに、中国管内の自治体等に展開予定。 

R1.10.23 呉妹小学校 
＜岡山県倉敷市＞ 


